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教育委員会の主な事務の管理・執行状況の点検・評価並びに 

町議会への報告と町民への公表について 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）の一部改

正により、平成20年4月より、全ての教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理

及び執行状況について点検評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提

出するとともに公表しなければならないとされました。 

点検及び評価を行うに当たっては、「教育に関する学識経験者を有する方の知見の

活用を図る」ものとされ、点検・評価の具体的な項目や指標については、国で項目等

は定めず、各教育委員会が実情を踏まえて決定し、議会や地域住民の指摘を受けて改

善していくこととなります。 

津別町教育委員会は、地教行法に基づき効果的な教育行政の推進を図るとともに、

町民の皆さまへの説明責任を果たすため、教育目標に基づく主な施策・事業について

点検評価を行い報告書としてまとめましたので、皆様の一層のご理解とご協力をお願

い申し上げます。 

 

 

令和５年８月 

 

津別町教育委員会 
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教育委員会 

 

    

 

１ 教育委員会 

(１）教育長・教育委員名 

職   名 氏   名 選 任 年 月 日 住 所 備 考 

教育長 近 野 幸 彦 令和 ４年 ４月 １日 達美２２１－７  

代表委員  

(職務代理者) 
松 平 範 慶 平成１７年１０月 １日 緑町８  

委 員 松 田 真 理 平成２０年 ９月２１日 豊永６４－４５  

委 員 金 田 美喜恵 平成２６年１１月１０日 活汲１３６  

委 員 鈴 木 健 二 令和 ２年１０月 １日 木樋５９－３  

 

（２）委員会開催状況 

期  日 
出 席 

委員数  
付  議  案  件  等 

R4.4.25 ４ 

報 告・教育長職務代理者の指名について 

・教育長の報告 

・寄附・寄贈品の報告 

・学校給食における金属混入について 

   ・学校行事の状況について 

   ・青少年交流事業中止について 

 

議 案・津別町奨学審査委員会委員の委嘱について 

・津別町教育支援委員会委員の委嘱について 

・津別町社会教育委員の委嘱について 

・津別町スポーツ推進委員の委嘱について 

・図書館建設検討委員会委員の委嘱について 

・津別町立学校歯科医の委嘱について 

・令和４年度津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び 

就学援助費の扶助に関する世帯の認定について 

   ・津別町学校運営協議会委員の委嘱について 

 

協 議・津別中学校 生徒・保護者の対応について 

 

その他・令和４年度全国学力テスト・学習状況調査について 

・公設民営塾の状況について 
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期  日 
出 席 

委員数  
付  議  案  件  等 

R4.5.24 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・学校施設のボランティア（地域貢献活動）について 

   ・校舎長寿命化改修工事に伴う設計変更について 

 

議 案・令和４年度津別町の奨学生の認定について 

・令和４年度津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び 

就学援助費の扶助に関する世帯の認定について 

   ・津別町学校給食センター運営委員会の委嘱について 

 

協 議・津別中学校 生徒・保護者の対応について 

   ・津別町スポーツ施設ストック適正化計画の策定について 

 

その他・公設民営塾の状況について 

   ・令和４年度 津別町の社会教育について 

   ・学校給食費の口座振替の状況について 

   ・新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金の事

業内容について 

R4.6.24 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・寄贈品の報告 

   ・令和４年度津別町特別支援教育就学奨励費補助について 

   ・令和４年度スポーツ合宿の受入れについて 

   ・学校給食センター運営委員会開催報告について 

 

その他・公設民営塾について 

・令和４年度津別の教育について 

・津別中学校 生徒・保護者の対応について 

R4.7.21 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・寄贈の報告 

   ・新型コロナウィルス感染状況について 

  

その他・北海道オールオリンピアンズ連携協定の締結について 

・公設民営塾の状況について 

・社会教育施設について 

R4.8.24 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・学校施設のボランティア（地域貢献活動）について 

   ・図書館建設検討委員会の進捗状況について 

   ・スポーツ合宿の受入状況について 

   ・学校給食センター視察研修報告について 

 

諮 問・津別町文化賞・スポーツ賞顕彰者の諮問について 
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期  日 
出 席 

委員数  
付  議  案  件  等 

  

議 案・令和４年度奨学生の認定について 

   ・令和５年度使用小学校教科書用図書の採択について 

・令和５年度使用中学校教科用図書の採択について 

・令和５年度使用小・中学校特別支援学級教科用図書（一 

般図書）の採択について 

・令和３年度津別町教育委員会の点検・評価について 

R4.9.22 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・令和３年度津別町教育委員会の点検・評価報告について 

   ・令和４年度全国学力学習調査の結果報告について 

   ・つべつ紅葉マラソン大会の参加状況について 

     

議 案・津別町教育委員会顕彰について 

・津別町学校給食に関する業務処理要領の一部を改正する 

要領について 

 

その他・９月定例議会の補正について 

・公設民営塾の状況について 

・オール津別給食について 

R4.10.27 ４  

報 告・教育長の報告 

・学校施設のボランティアについて 

・つべつ紅葉マラソン大会の実施結果について 

 

諮 問・心身に障がいを有する児童生徒の教育支援に係る諮問に 

ついて 

 

協 議・総合教育会議の開催について 

 

その他・令和５年度主要事業について 

・令和４年度北見ブロック教育委員研修会について 

R4.11.30 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・小学校グランド遊具の撤去について 

   

議 案・教育委員会顕彰について 

   ・津別町立学校職員の自家用車の公用使用に関する要綱の 

    一部改正について 

・津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学援助費 

の扶助に関する要綱の一部改正について 

 

協 議・津別町総合教育会議について 

   ・津別町図書館条例の新規制定について 

   ・津別町図書館条例施行規則の新規制定について 

   ・学校給食センター整備基本計画について 

 

その他・１２月定例議会の補正について 

・公設民営塾中学生冬期体験会について 
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期  日 
出 席 

委員数  
付  議  案  件  等 

R4.12.23 ４ 

報 告・教育長の報告 

   ・令和４年度津別町特別支援教育就学奨励費補助について 

 

議 案・社会教育委員の解嘱について 

 

協 議・学校給食費について 

 

その他・公設民営塾の状況について 

   ・冬期施設の開設について 

R5.1.27 ４ 

報 告・教育長の報告 
・令和４年度津別町特別支援教育就学奨励費補助について 

 
議 案・令和５年度心身に障がいを有する児童生徒の就学について

 ・社会教育委員の解嘱について 
 ・津別町図書館条例施行規則の制定について 

 
協 議・令和５年度教育行政方針（素案）について 
 
その他・学校給食費について 

・公設民営塾の状況について 
   ・冬期施設の開設状況について 

R5.2.21 ４ 

報 告・教育長の報告 
・寄附・寄贈について 
・学校給食に対するアンケート結果について 

 
議 案・令和５年度教育行政方針の決定について 

・令和４年度津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び 
就学援助費の扶助に関する認定について 

・津別町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則の制定に
ついて 

・津別町立小中学校電子情報等の管理・運営に関する規則 
 の一部を改正する規則について 
・津別町少年補導委員設置規則の一部を改正する規則につい

て 
・津別町文化・スポーツ競技大会派遣費補助金要綱の一部を

改正する要綱について 
・津別町図書館に関する規則及び要綱の制定、改正又は廃止

について 
・津別町公の施設に係る指定管理者の指定について 
 

協 議・津別町放課後児童健全育成事業の設備運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について 

   ・津別町図書館建設検討員会設置条例を廃止する条例の制定
    について 
   ・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
    条例施行規則の一部を改正する規則について 
   ・公共用地取得について 

・着任式の日程について 
 
その他・２月臨時議会補正予算について 

・３月定例議会補正予算について 
・津別中学校・二水国民中学交流事業について 
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期  日 
出 席 

委員数 
付  議  案  件  等 

R5.3.20 ４ 

報 告・教育長の報告 
・教職員（管理職）の人事異動について 

   ・教職員（一般職）の人事異動について 
   ・寄附・寄贈について 
 
議 案・津別町学校運営協議会規則の一部を改正する規則の制定 

について 
・津別町第３子以降学給食費免除実施要綱の制定について 
・津別町学校給食に関する業務処理要綱の一部を改正する 

要綱について 
 
その他・社会体育施設の開設予定について 
   ・令和５年度津別高校の入学予定について 

開催概要 

・津別町教育委員会議は公開としており、原則として毎月１回開催してい
る。内容としては、「地方教育行政の組織運営に関する法律」及び「教育
委員会事務委任規則」、「津別町教育委員会会議規則」に基づき審議を行
った。 

 

 

（３）条例・規則等の制定状況 

番  号 題       名 公布月日 施行月日 

規 
 

 
則 

第１号 
・津別町教職員住宅管理規則の一部を改正す 

 る規則 
R4.3.24 R4.4.1 

第２号 
・津別町教育委員会教育長の服務に関する条 

例施行規則の一部を改正する規則 
R4.3.24 R4.4.1 

第３号 

・津別町体育施設の設置及び管理に関する条 

例施行規則の一部を改正する規則の制定に 

ついて 

R4.3.24 R4.4.1 

訓 
 

令 

第１号 
・津別町教育委員会事務執行規程の一部を改 

正する規程 
R4.3.24 R4.4.1 

第２号 
・学校給食に関する業務処理要領の一部を改 

正する要領 
R4.9.22 R4.10.1 

第３号 
・津別町立学校教職員の自家用車の公用使用 

に関する要綱の一部を改正する要綱 
R4.11.30 R4.11.30 

第４号 

・津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及 

び就学援助費に関する要綱の一部を改正す 

る要綱 

R4.11.30 R4.11.30 
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番  号 題       名 公布月日 施行月日 

告 
 

示 

第１号 ・第１回 津別町教育委員会議の招集について R4.1.21 R4.1.28 

第２号 ・第２回 津別町教育委員会議の招集について R4.2.16 R4.2.21 

第３号 ・第３回 津別町教育委員会議の招集について R4.3.18 R4.3.24 

第４号 ・第４回 津別町教育委員会議の招集について R4.4.15 R4.4.25 

第５号 ・第５回 津別町教育委員会議の招集について R4.5.16 R4.5.24 

第６号  ・第６回 津別町教育委員会議の招集について R4.6.13 R4.6.24 

第７号 ・第７回 津別町教育委員会議の招集について R4.7.13 R4.7.21 

第８号  ・第８回 津別町教育委員会議の招集について R4.8.9 R4.8.24 

第９号 ・第９回 津別町教育委員会議の招集について R4.9.14 R4.9.22 

第１０号  ・第 10 回 津別町教育委員会議の招集について R4.10.17 R4.10.27 

第１１号 ・第 11 回 津別町教育委員会議の招集について R4.11.14 R4.11.30 

第１２号 ・第 12 回 津別町教育委員会議の招集について R4.12.9 R4.12.23 

 

 

（４）委員の活動状況 

  教育委員会議以外の活動状況（教育長を除く） 

日  付 活  動  内  容 委  員  名 

R4.4.4  教職員着任式 

松平職務代理 

松田委員 

金田委員 

鈴木委員 

R4.11.30  総合教育会議 

松平職務代理 

松田委員 

金田委員 

鈴木委員 

R5.1.8  成人式 

松平代表委員 

松田委員 

鈴木委員 
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学校教育 
 

 

 

２ 令和４年度予算の状況 

（１）学校教育関係費                      （単位：千円） 

項  目 令和４年度 令和３年度  増  減 構成比（％） 

教育総務費 １７０，９９２ １７８，５７６ △７，５８４ ３２.６ 

 教育委員会費 ２，０８３ ２，０５７ ２６  

 事 務 局 費 １２２，８８５ １２６，５４５ △３，６６０  

 義務教育振興費 ９，５０９ ４，４４８ ５，０６１  

 
語学指導助手

招 致 事 業 費 
※１ ５，８８１ △５，８８１  

 
スクールバス

運 行 費 
３６，５１５ ３９，６４５ △３，１３０  

小学校費 ２７４，７０５ ２７７，１９８ △２，４９３ ５２.３ 

 
学 校 管 理 費 ２５４，９１４ ２５２，０３４ ２，８８０  

教 育 振 興 費 １９，７９１ ２５，１６４ △５，３７３  

中学校費 ４１，６６５ ３３，４４５ ８，２２０ ７.９ 

 
学 校 管 理 費 ２４，３４０  １９，９３０ ４，４１０  

教 育 振 興 費 １７，３２５  １３，５１５ ３，８１０  

保健体育費 ３７，６８９ ３７，７３４ △４５ ７.２ 

 
学 校 保 健 費 ３，５８９  ３，０６１ ５２８  

学 校 給 食 費 ３４，１００  ３４，６７３ △５７３  

合  計 ５２５，０５１ ５２６，９５３ △１，９０２ １００.０ 

  ※１：語学指導助手招致事業費を令和４年度から義務教育振興費に統合 

 

３ 学校教育の推進 

（１）小・中学校教育の推進 

①学習補助員の配置（継続事業）             １３，４８３千円 

事 業 目 的 

・小中学校の特別支援学級及び通常学級に在籍している支援が必要 

な児童生徒たち個々に応じた支援体制を整備し、基礎・基本の学 

習定着を図る。 

事 業 概 要 

・学習補助員及び臨時教職員を配置する。 

 津別小学校（学習補助員のみ） 

H16：1 名、H17～25：2 名、H26～27：3 名、H28：4 名、H29：5 名、

H30：6 名、R1 上半期：6 名・下半期：7 名、R2：9 名、R3 上半期：

8 名・下半期：7 名、R4：7 名 

 津別中学校（学習補助員及び臨時教職員） 

H24～25：2 名、H26～27：3 名、H28：2 名、H29～R2：1 名、R3： 

2 名、R4：学習補助員 1 名・臨時教職員 1 名 

成果と課題 

・支援が必要な児童生徒への学習補助員の指導補助により、教員のみ

では不可能な細かい指導が可能となっているが、児童生徒の障がい

が多岐にわたっており、教員等の負担は増えている。 
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② 就学援助費（継続事業）                 ３，３４５千円 

事 業 目 的 
・経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に必要 

な援助を行い義務教育の機会均等を図る。 

事 業 概 要 

区 分 援 助 品 目 小 学 校 中 学 校 

学 用 品 費 文房具 等 28 人 325,600 12 人 340,950 

通 学 用 品 費 靴・傘等 18 人 52,210 10 人 24,970 

新 入 学 用 品 費 

今年度入学者 

事前未給付分 

（鞄・制服等） 

― ― ― ― 

次年度入学者分 

（鞄・制服等） 

新小１ 

1 人 
54,060 

― ― 
新中１ 

7 人 
441,000 

校 外 活 動 費 交通費や見学料 2 人 2,800 7 人 8,982 

修 学 旅 行 費 旅行経費 8 人 177,392 6 人 364,428 

通 学 費 ことばの教室等 ― ― ― ― 

体 育 実 技 用 具 体育実技用具等 6 人 238,500 4 人 152,120 

学 校 病 医 療 費 政令で定める疾病 ― ― ― ― 

給 食 費 給 食 代  28 人 700,000 15 人 450,000 

ク ラ ブ 活 動 費 部活動費 ― ― 9 人 193,473 

生 徒 会 費 生徒会費 ― ― 15 人 12,000 

Ｐ Ｔ Ａ 会 費 ＰＴＡ会費 1 9 世帯 39,000 12 世帯 46,800 

卒業アルバム代等 卒業アルバム代 7 人 84,700 5 人 111,000 

合   計   1,737,452  1,607,376 

成果と課題 

・保護者へ制度周知を図り随時申請を受け付け円滑に認定審査に努め 

必要な援助支援を行った。 

・学校長から意見を聞き判定しているが、生活状況の把握が難しい現 

状にあるため、福祉等関係機関と連携を深め適切な認定に努める。 

 

③特別支援教育就学奨励補助事業（継続事業）         １，３３３千円 

事 業 目 的 
・津別町立小学校及び中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒

の保護者に対し、就学奨励補助を行うことにより児童生徒の教育機

会の均等を保障し、義務教育の円滑な実施に資する。 

事 業 概 要 

・就学奨励補助として、学用品費、通学費、修学旅行費、体育実技用

具費、新入学児童生徒学用品費、学校給食費について、毎年度国が

定める国庫補助単価額と、学校及び教育委員会が徴収する額の 1/2

を保護者へ補助する。小学校費 573 千円、中学校費 760 千円 

成果と課題 
・特別支援学級の児童生徒の教育機会の均等が保障されるとともに、

保護者の負担軽減が図られている。 
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 ④教材・備品購入経費事業                 ５，１３０千円 

事 業 目 的 ・小中学校の教材・備品等の整備充実を図る。 

事 業 概 要 

・津別小学校 

区 分 金額（千円） 

指定教材消耗品 293 

ＩＣＴ機器修繕料 95 

指定教材備品 196 

情報教材備品（Ｒ3 繰越明許） 856 

 

・津別中学校 

区 分 金額（千円） 

指定教材消耗品 254 

ＩＣＴ機器修繕料 100 

指定教材備品 651 

情報教材備品 1,730 

情報教材備品（Ｒ3 繰越明許） 955 
 

成果と課題 ・各教科の教材を整備し、学習環境の整備・充実が図られた。 

  

⑤語学指導助手事業（継続事業）               ４，９７６千円 

事業の目的 

・自治体国際化協会（CLAIR）を通して英語指導助手１名を招致し、

児童生徒の英語力の向上、英会話を通してコミュニケーション能力

や国際理解教育の推進を図る。 

事 業 概 要 

・講師：デー・アレックス・マイケル（アメリカ）R3.10～ 

・内容：小学校での外国語活動教育及び国際理解教育、中・高校の英 

語科授業及び国際理解教育等 

成果と課題 

・年度当初に各学校等と打ち合わせを行い、各学校等に派遣を実施。

平成２８年度から認定こども園での活動も加え、今後も小・中・高

校と連携を図りながら効果的な学習活動の補助が必要である。 

 

⑥全国学力・学習状況調査（継続事業） 

事業の目的 

・全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各

学校が児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、児童生徒への教

育指導や学習状況の改善等を図る。 

・平成１９年度より継続実施。（令和２年度のみ新型コロナウイルス

感染症感染拡大により中止） 

事 業 概 要 

・実施日時 ４月１９日（火） 

・対象学年及び科目 小学６年生 国語・算数・理科 

中学３年生 国語・数学・理科 

成果と課題 
・各学校で本調査の分析を行い課題を把握し、授業に対する考え方及

び教材研究、研修体制の強化につながっている。 
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⑦全国体力・運動能力、運動習慣等調査（継続事業） 

事業の目的 

・国が全国的な子どもの体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等を把

握・分析することにより、子どもの体力・運動能力や運動習慣等の

向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。加えて、

教育委員会や学校においても、本調査結果を活用し、状況把握・課

題に対応した施策の実施等に役立てる。 

・平成２０年度より継続実施。（令和２年度のみ新型コロナウイルス

感染症感染拡大により中止） 

事 業 概 要 
・実施期間 ４月から７月末まで 

・対象学年 小学５年生 中学２年生の原則全児童生徒 

成果と課題 
・教育委員会、学校において調査結果分析に基づき、保健体育の授業

等の改善に繋げ、適切な指導を行うことができる。 

 

⑧木育授業（継続事業）                     ８６９千円 

事 業 目 的 

・「木のまちつべつ」における特色ある学校づくりの一環として、木

育に取り組み、津別の基幹産業である林業、林産業に理解を深めな

がら、ふるさとに誇りを持ち心豊かな将来を担う人材を育成する。 

事 業 概 要 

・津別小学校  

講師：ＫＥＭ工房 主宰 煙山泰子氏（札幌市在住） 

 ３年生、５年生対象に各学年２時間×３回の授業実施。「木の玉手 

箱」を用いて木に触れて感じ、町有林に行き「天然林と人工林」の 

違いを観察、町内にある１０種類の木で作成した「木のタマゴ」を 

焼きペンで加工、自分だけの木のタマゴを作成する授業等を行う。 

・津別中学校 

講師：有限会社木 代表取締役 中井秀樹氏（東京都在住） 

１年生を対象に２時間×３回の授業実施。「動く木のおもちゃづく 

り」をテーマに木工芸の考え方やつくり方、動く仕組みの学習及び 

より高度で安全な道具・工具の使い方の実技指導を行う。 

成果と課題 

・児童生徒の木材に対する親しみや木の文化への理解を深め、人と木

や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育み、環境問題の

意識も高めた。 

 

⑨学校保健事業（継続事業）                 １，９４９千円 

検査項目 対象児童生徒 検査項目 対象児童生徒 

内科検診 結核検診 全児童生徒 心臓検診(心電図) 小１・中１年生 

歯科検診 全児童生徒 尿検査 全児童生徒 

耳鼻科検診 小３・中 1 年生   

眼科検診（視力検査） 小１～小３年生  その他の学年：気になる児童生徒 

成果と課題 

・児童生徒の健康診断により、疾病の予防措置を行い、治療を指示す

ることができる。 

・各検診結果に基づき児童生徒の発育や健康状態を正しく把握し、日

常生活を含めた保健指導や相談業務の対応を図る。 
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（２）高等学校教育の推進 

①津別高等学校振興対策事業                ３０，７９４千円 

事 業 目 的 ・北海道津別高等学校振興対策事業 

事 業 概 要 

 

・平成８年より、地元唯一の高校の存続と特色ある教育活動のため、

津別町振興対策協議会に対し支援を継続している。 

・バス通学費補助、校納金・教科書等の補助を実施。 

・平成２８年度より国公立大学入学一時金と制服購入費助成を行う。 

・平成２９年度より新たに公設民営塾による無料講習会を長期休業 

期間において実施し、令和元年９月より通年化を実施。 

・令和２年５月より役場庁舎移転に伴い、議会議事堂から旧社会福祉 

協議会に移転。  

・令和４年度支援事業は、下記のとおり 

区     分 金額(千円) 備      考 

国 公 立 大 学 

入 学 一 時 金 
６００ Ｈ28～実施 

公 設 民 営 塾  １９，４９４  
Ｈ29～長期休業中の講習会実施 

Ｒ1.9～通年化実施。 

海 外 研 修 ０ 
新型コロナウイルス感染症

感染拡大に伴い中止 

通 学 費 補 助 ４，２６６ Ｈ 8～実施 

校 納 金 ４４０ Ｈ16～実施 

教 科 書 等 ８６６ Ｈ16～実施 

制 服 購 入 費 助 成 １，１７７ Ｈ28～実施 

振 興 対 策 協 議 会 ３，５００ 
生徒支援費、学校活動支援費 

広報活動費 

合      計 ３０，３４３  
 

成果と課題 

・町内中卒者数の減少等から平成２３年度より一間口となり、平成２

４年度から地域キャンパス校となった。 

・振興対策協議会や町の支援と合わせて、平成２０年度（平成２４年

度を除く）以降毎年国公立大学合格者を輩出するなど、その取組み

は近隣の中学校や保護者にも認知されてきた。 

・今後も生徒確保には厳しい状況が続くが、津別高等学校の存続及び

入学者の確保に向けて振興対策協議会への支援並びに令和元年９

月より実施した公設民営塾の通年化を継続していく。 
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②津別高等学校地域別入学者状況 

年 度 町内中卒者数 津別町 北見市 美幌町 他市町 入学者 
入学者 

地元率 

２１ ５９ ３４ １８ ４ ０ ５６ 60.7％ 

２２ ６２ ２８ １３ ０ ０ ４１ 68.3％ 

２３ ５３ ２０ ７ ３ ０ ３０ 66.7％ 

２４ ５１ ２５ ６ ０ １ ３２ 78.1％ 

２５ ５３ １５ ２ ０ １ １８ 83.3％ 

２６ ４１ ２２ ３ ２ ０ ２７ 81.5％ 

２７ ４０ １１ ５ ８ １ ２５ 44.0％ 

２８ ４９ ２０ ４ １１ ０ ３５ 57.1％ 

２９ ２８ １９ ６ ７ ０ ３２ 59.4％ 

３０ ３２ １７ １３ １０ ０ ４０ 42.5％ 

元 ２８ ６ ７ ２ ０ １５ 40.0％ 

２ ３４ １６ ５ ２ ０ ２３ 69.5％ 

３ １４ ３ ６ ２ ０ １１ 27.3％ 

４ ２８ １１ ５ ６ ０ ２２ 50.0％ 

 

③奨学金貸与状況 

事業目的 ・教育の機会均等と教育の振興を図るため 

事 業 概 要 

・教育の機会均等と教育の振興を図るため奨学金を貸与する。 

・令和４年度は、新規２名及び継続８名、合計１０名の貸与を決定。 

・専修学校、高等専門学校 (4～5 年)、大学以上の学生に月額２万５千円 

・高等学校、高等専門学校 (1～3 年)の学生に月額１万円 

・返還期間は学校卒業翌年から 10 年以内に返還しなければならない 

 

貸 与 件 数 貸 与 金 額 貸 与 内 訳 償 還 件 数 償 還 金 額 

 

10 件 

 

2,940 千円 
大学生：8 名 

高校生：2 名 
17 件 2,065 千円 

 

成果と課題 

・例年、貸付件数は同等で推移していることから、特に大学進学に際し 

て有効なものとなっている。 

・近年、奨学金返済が生活を圧迫することから、大学進学を諦める例も

発生している。そのため、給付型の奨学金制度や若者の地元定着を後

押しする観点から地元に就職した場合の償還免除などの検討が必要

であり、貸与金額の上限額についても経済・社会情勢・基金状況等を

踏まえ、精査する必要がある。 
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（３）学校給食の推進 

①学校給食センター運営委員会                   ５４千円 

期  日 出席委員数 付  議  案  件  等 

R4.6.23 6 

議案：令和３年度学校給食実績について    他２件    

報告：給食費の銀行口座振替状況について   他２件 

協議：給食センターの改築に向けて 

R4.7.27 2 遠軽町丸瀬布学校給食センター視察 

R4.7.28 2 陸別町、本別町、浦幌町の学校給食センター視察 

R4.12.22 6 
議案：津別町新学校給食センター整備計画（案）について    

協議：令和５年度の給食費について 

委 員 会 概 要 
・本委員会は、給食センターの適正かつ円滑な運営を図るため、学校給

食の基本的な事項および給食センターの運営等の協議を行う。 

 

②学校給食センター事業                  ４６，９６０千円 

事 業 目 的 

・安全で安心な学校給食の提供により、児童生徒の身体に必要な栄養を

摂取し、あわせて日常生活における正しい食事等を身に付けさせるた

め学校給食を実施する。 

事 業 概 要 

・給食費：小学生２４０円、中学生２７６円（平成 21 年度改定） 

     高校生２３７円（平成 26 年度開始） 

・令和４年度給食提供数：361 名（児童生徒 286 名・教職員等 75 名） 

・給食主食の種類別週回数：米飯(３回)、麺類(１回)、パン(１回) 

・オーガニック牛乳の供給：平成 21 年度より週１回提供 

成 果 と 課 題 

・建物や設備の老朽化が著しいため給食センターの建て替えが課題とな

っていたが、津別町新学校給食センター整備計画を策定し、令和５年

度には建て替えに向けての基本・実施設計業務を行うこととなった。 

 

 ③オール津別食材による給食提供（上記②の内数）         ２６０千円 

事 業 目 的 
・全て地場産物の食材を使用することにより、子供たちが津別の食材及

び学校給食に興味を持ち、郷土を愛する心の育成に寄与する。 

事 業 概 要 

・各主食（米、麺、パン）１回の計３回でオール津別産食材給食を提供 

 １１月２２日 牛丼、豆腐と油揚げの味噌汁、白菜のナムル、 

オーガニック牛乳 

 １１月２５日 きつねうどん、サンマルコ春巻、オーガニック牛乳 

 １１月３０日 スライスパン、かぼちゃのシチュー、 

ヤーコンのマヨ和え、オーガニック牛乳 

成果と課題 

・給食センター発行の「食育だより」によりオール津別食材によるメニ

ューを紹介し地産地消への理解や生産者に対する感謝の気持ちを学

ぶ良い機会となった。今後も引き続き、地元の旬を迎えた食材用いて

食育の推進を図る。 
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社会教育 

 

 

 

４ 令和４年度予算の状況 

（１）社会教育関係費                      （単位：千円） 

項  目 令和４年度 令和３年度 増  減 構成比（％） 

社会教育費 ２０４，１７７ １６０，２９４ ４３，８８３ ４７．４ 

 

社 教 総 務 費 ８８，２４２ ８２，１３８  ６，１０４  

社 教 振 興 費 １９，６１７ ２７，６９４ △８，０７７  

会 館 管 理 費 ９６，３１８ ５０，４６２ ４５，８５６  

保健体育費 ２２６，２２５ １５３，６９７ ７２，５２８  

 
保 体 総 務 費 １０，５４２ １０，８６５ △３２３  

体 育 施 設 費 ２１５，６８３ １４２，８３２ ７２，８５１ ５２．６ 

合  計 ４３０，４０２ ３１３，９９１ １１６，４１１ １００．０ 

 

 

５ 社会教育の推進 

（１）社会教育・体育事業 

①社会教育委員研修事業 

事 業 名 実施時期 主 催 団 体 事 業 概 要 

北見・斜網地区 

社会教育委員研修会 
R4.10.2 

北見・斜網地区

社 会 教 育 委 員

連絡協議会 

・全体テーマ「地域の未来～

ひとづくり・つながりづく

り～」 

・パネルディスカッション 

パネラー：一般財団法人ド

ット道東代表理事 中西拓

郎氏、弟子屈町地域おこし

協力隊 川上椋輔氏 

・グループワーク 

※欠席  

オホーツク管内 

社会教育振興セミナー 
R4.10.16 

管 内 社 会 教 育

委 員 連 絡 協 議

会 

・基調講演「バードウォッチ

ングを通じて地域を知る」

講師：日本野鳥の会オホー

ツク支部長 川崎康弘氏 

・事例紹介 

 （財）小清水自然と語る会 

成果と課題 
・対面での研修会が再開し、市町村委員間の情報交換と交流を深めるこ

とができた。 
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②家庭教育事業 

事 業 名 実 施 時 期 主 催 団 体 事 業 概 要 

家庭教育学級「ち

びっこクラブ」 
R4.4～R5.3 教育委員会 

・就園前の子育て中の親が集い、子

育て勉強会や交流など自主企画

をして運営する学級 

・クラブ会員１３組 

家庭教育講座 
R4.5.16 

R4.6.6 
教育委員会 

・スマホで映像制作教室 

講師：立川彰氏 ２０名参加 

成 果 と 

課 題 

・コロナの影響で活動を縮小させながら続けている状況ではあるが、子

育て中の親同士の仲間づくりや直面している課題に対しての学習会

など重要な役割を担っている。 

・親子のコミュニケーションの構築と生活課題の解決に向けて、親子で

学べる講座の充実を図り、家庭の教育力向上を引き続き目指す。 

 

③少年期事業 

事 業 名 実 施 時 期 主 催 団 体 事 業 概 要 

放課後児童クラブ 通 年 教育委員会 

・留守家庭等の児童の放課後や土曜

日などの居場所づくり 

・８４名登録 

放課後子ども教室

（子どもの居場所確保） 
通 年 教育委員会 

・放課後や土曜日などに子どもの居

場所を設け、学習、体験、交流等

をする事業 

・１１名登録 

放課後子ども教室 

（体験事業） 
通 年 

教育委員会 

役場林政係 

ＪＡつべつ 

北海道オール・

オリンピアンズ 

・土日や長期休日を活用して自然、

文化、スポーツ、農業などの体験

を中心とした事業 

・全２０回、６３名登録 

延べ４８１名参加 

船橋市・南アルプ

ス市青少年交流事

業（訪問） 

中 止 

船 橋 市 青 少 年

交流団・南アル

プ ス 市 青 少 年

交 流 実 行 委 員

※新型コロナウイルス感染拡大防

止のため 

成果と課題 

・前年度に引き続き、登録者のみと利用制限を行い運営した。保護者

の理解も図りながら、安心・安全な放課後や休日の子どもの居場所

を設けることができた。親の就労率が高く、登録児童は増加傾向し

ており、指導員不足と活動スペースの確保が懸念される。 

・宿泊体験事業は実施できなかったが、津別のフィールドを活かした

様々な体験活動の場を提供することができた。また、アスリートに

よるスポーツ教室を通じて、親子で体験し一緒に学ぶ機会を多く提

供することができ、子どもたちの日常活動の裾野を広げるきっかけ

となった。 
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④青年期事業 

事 業 名 実 施 時 期 主 催 団 体 事 業 概 要 

高校生ボランティ

アサークルひまわ

り 

通 年 教育委員会 

・町内高校生及び津別高校生を対象

に自主事業の企画運営、地域参画

などから経験と学びを得る事業 

・メンバー９名 

・定例会７回、自主事業４回、 

研修１回、社会教育事業１回 

青年活動プロジェ

クト and 
通 年 教育委員会 

・町内の異業種の青年たちが集い、

交流を深め、地域参画し、町内の

青年たちの居場所とまちづくりに

寄与する事業 

・メンバー１７名 

・定例会８回、自主事業２回、 

内部研修交流２回 

青少年海外研修派

遣事業 
中 止 

津別町海外

研修実行委

員会 

※新型コロナウイルス感染拡大防止

のため。学校教育係へ移行 

成 果 と 課 題 

・高校生は、自分たちの思いや考えを形にし、行動実践に移し、実施

した事業により達成感ややりがいに繋がっている。引き続き、地域

とのつながりにより学ぶ活動の支援をする。 

・青年団体は職業柄、満足に活動ができずモチベーションの低下にも

つながっている。他事業との連携など活動への参画とやりがいを見

つける必要がある。 

 

⑤成年期事業 

事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

社会教育講座 通 年 教育委員会 

・町民の生活文化を高める事業 

・「スマホ教室」 

講師：サツドラホールディングス

（株） 鈴木ひらり氏 

６０歳以上１６名参加 

・「大地の侍」映画鑑賞 

講師：HAL 財団 

 寿大学生３３名、一般４名参加 

・「ホラネロコンサート」 

講師：ホラネロ 

寿大学生４１名、一般２１名参加 
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事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

大人の体験事業 通 年 教育委員会 

・子どもたちだけではなく、地域の

人が津別の良さを体感し、地域の

活性化や指導者の育成を図る事

業 

・「かわ塾」３名参加 

・「カーリング教室」３名参加 

・「カヌー体験」５名参加 

・「ボッチャ体験」５名参加 

※放課後子ども教室アソビバ！つ

べつと連携 

高齢者大学 

（寿大学）講座 
通 年 教育委員会 

・高齢者が持っている能力や経験を

活かしながら、現代社会に対応す

る生活課題の学習、研修とクラブ

活動を通して、社会参加の拡充を

図る事業 

・全１６講座、学生５３名 延べ６５８名参加  

社会教育人材バン

ク「まなぴ～ぷる」 
中 止 教育委員会 

※新型コロナウイルス感染拡大防

止のため 

成果と課題 

・高齢者大学は、見学旅行や修学旅行、大学祭も実施することができ

た。共に学びあう仲間たちと楽しく参加することができ、交友も深

めることができた。 

・生活課題、鑑賞、自然体験など幅広い分野で講座を実施することが

できた。町民のニーズを捉え、さらなる学びを広げ、活動の活性化

につながる講座を展開する。 

 

⑥スポーツ推進委員研修事業 

事 業 名 実施時期 主 催 団 体 事 業 概 要 

北見・網走ブロック

スポーツ推進委員研

修会 

R4.10.29 

北見・網走ブ

ロ ッ ク ス ポ

ー ツ 推 進 委

員 連 絡 協 議

会 

・功労者表彰 

・講演「９１歳日本最高齢インスト

ラクター『タキミカ』の作り方」 

講師：（株）パワーエイジング社

長 中沢智治氏 

※ブロック・管内合同開催 
オホーツク管内社会

体育振興セミナー 
R4.10.29 

管 内 ス ポ ー

ツ 推 進 委 員

連絡協議会 

成果と課題 
・年齢は関係なく、好奇心・探求心・行動力が若さを保つ秘訣である

ことを学ぶことができた。 
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⑦各種大会事業  

事 業 名 実 施 時 期 主催団体 事 業 概 要 

紅葉マラソン大会 R4.10.2 

つ べ つ 紅 葉

マ ラ ソ ン 大

会 実 行 委 員

会 

・スポーツを通じた友好の絆を深

め、健康の増進と体力の向上を図

ることを目的とした事業 

・ゲスト：野口みずき氏 

・ハーフ、10ｋ、5ｋ、3ｋのコース。

カレーライスの提供、抽選会、表

彰を実施 

・２８９名参加 

スケートイベント R5.1.28 教育委員会 

・自然環境を生かした冬季スポーツ

に親しみ、町民相互の交流を図る

とともに、健康促進に対する意識

の高揚を図る事業 

・講師：藤村祥子氏（美幌町） 

・スケート体験会 

・チーム対抗リレー 

・レクリエーション「玉とり合戦」 

・町民５０名参加 

スキーイベント R5.2.5 教育委員会 

・自然環境を生かした冬季スポーツ

に親しみ、町民相互の交流を図る

とともに、健康促進に対する意識

の高揚を図る事業 

・講師：川端絵美氏（札幌市） 

・フリーレッスン 

・デュアルレース 

・レクリエーション「ソリリレー」 

・じゃんけん大会 

・町民３７名参加 

成 果 と 課 題 
・津別の四季を感じながら誰もが気軽にスポーツに親しむことができ

る機会の提供ができた。 

 

⑧スポーツ教室・講習会事業 

事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

少年少女水泳教室 R4.7.27～29 教育委員会 

・四季に応じた各種スポーツを通し

て、少年期に適した運動を行い、

体を活発に動かすことの必要性

とスポーツの生活化を図る事業 

・小学生１６名参加 

延べ４３名参加 
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事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

少年少女体力測定

会 

R4.5.14 

R4.10.15 
教育委員会 

・体力増進度チェックとトレーニン

グの動機付けを図る事業 

・小学生１０８名参加 

少年少女スケート

教室 
R5.1.11～13 教育委員会 

・四季に応じた各種スポーツを通し

て、少年期に適した運動を行い、

体を活発に動かすことの必要性

とスポーツの生活化を図る事業 

・小学生２４名参加 

延べ７７名参加 

ジ ュ ニ ア 講 習 会

「スキー教室」 
R5.2.5～6 教育委員会 

・アスリートによるスポーツ教室を

通して、スポーツの楽しさや魅力

を伝え、興味関心や積極的にスポ

ーツに親しむ意欲を高め、体力向

上を図る事業 

・スキー基礎技術指導 

・小学生１１名参加 

こども園年長２６名参加 

小学３年生３２名参加 

ジュニアスポーツ

教室 

R4.5.22 

R4.8.27 

R4.9.19 

R4.9.25 

R4.11.5 

 

教育委員会 

・アスリートによるスポーツ教室を

通して、スポーツの楽しさや魅力

を伝え、興味関心や積極的にスポ

ーツに親しむ意欲を高め、体力向

上を図る。また、親子のコミュニ

ケーションや子育ての課題解決

について親子で学び、子どもがス

ポーツに親しむ機会の促進を図

る事業 

・かけっこ教室 講師：北風沙織氏 

 ３５名参加 

・カーリング教室  

講師：本橋麻里氏 １３名参加 

・サッカー教室  

講師：豊川大地氏、和田拳斗氏 

４１名参加 

・トランポリン教室  

講師：高田直氏、三浦亮汰氏 

２０名参加 

・ボッチャ教室 講師：狩野亮氏 

１９名参加 
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事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

水中エアロビクス

教室 

R4.6.10～

7.22 

計 7 回 

教育委員会 

・水とスポーツに親しみながら体力づくり

の生活化を図る事業 

・専門指導者によるアクアビクス教室 

・講師：横尾早苗氏（北見市） 

・一般成人１６名、延べ８０名参加 

ゴールドスポーツ

教室 

R4.6.2～

7.21 

R4.10.6～

12.1 

R5.1.12～

3.9 

各 8 回 

保 健 福 祉 課
教育委員会 
（ か る っ ち
ゃつべつ） 

・筋力低下による転倒を予防する介

護予防事業 

・６５歳以上の高齢者を対象にスト

レッチ、筋力アップのためのトレ

ーニング、レクゲーム等で体力維

持を図る 

・講師：石川朋美氏（札幌市） 

・２８名参加、延べ１９３名参加 

健康づくり教室 

４月 

６月 

８月 

１０月 

１２月 

教育委員会 

・体力づくり、健康づくりへの意識

の高揚と運動の習慣化を図る事

業 

・講師：スポーツプラザ進化塾より

派遣（北見市） 

・シェイプボックス、ユニバーサル

ヨガアース、エアロビ、ズンバ、

ストレッチ 

・一般成人２１２名参加 

健康運動教室から

だリセット 

R5.2.1～3.1 

計 5 回 
教育委員会 

・健康増進のため体力づくりの習慣

化を図る事業 

・エアロビクス、ズンバ 

・講師：泉れい氏（北見市） 

・一般成人１４名、延べ５２名参加 

着衣水泳体験会 R4.6.3 
教育委員会 

水泳協会 

・着衣のまま水に入り、泳ぎ方など

を学び、水難事故に備える事業 

・３６名参加 

スポーツ推進事業 R4.8.9 教育委員会 

・スポーツ合宿に訪れた選手に指導

してもらい、町内の学生や指導者

のレベルアップを図るとともに

交流を深める事業 

・野球クリニック 

 講師：富良野緑峰高校 

・２７名参加 
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事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

歩くスキーのつど

い 
R5.2.25 教育委員会 

・冬季の運動不足解消を図る事業 

・上里林道散策 

・一般成人５名参加 

・講師：太田博茂氏（北見市） 

成果と課題 

・運動教室は健康維持・増進に留まらず、仲間同士の交流の場ともな

っており、心身ともに健康で元気な生活を営む動機付けにつながっ

ている。 

・様々な種類のスポーツ、トレーニングを提供し、若い年齢層の参加

者も増加しつつある。運動の習慣化、生活化に向けてさらなる工夫

と見える化を図る。 

 

 

６ 図書事業の推進 

（１）図書事業 

①図書事業 

事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

読 書 チ ャ レ ン ジ

（ 感 想 文 ・ ポ ッ

プ・画）コンクー

ル 

R4.7～R4.12 教育委員会 

・読書離れが進んでいる現代社会

で、本への関心を深め読書普及の

推進を図る事業 

・町内の小中学生を対象に、読書感

想文・ポップ・感想画を募集し、

その中から優秀作品を表彰する 

・小学生 ５６名応募 

中学生 ７１名応募 

移動図書配本事業 通 年 教育委員会 

・多くの本に触れる機会を増やし、

感性豊かな心を育むことを目的

とした事業 

・小中学校、認定こども園、児童館、

ケアハウス、ののかに定期的に配

本している 

絵本ふれあい事業 

ブックスタート事

業 

通 年 教育委員会 

・乳幼児健診時に６ヶ月乳児の保護

者に対し、絵本等を提供し、絵本

を通じて親子の絆を深めることの

大切さを伝える事業 

・親子 延べ１６名 

名参加 

ブックセカンド事

業 
R5.3.2 教育委員会 

・絵本を通して親子で本に親しみ、

日常的な読書の推進につなげる

事業 

・新１年生となる年長の子供たちに

絵本を贈呈する 

・年長２８名 
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事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

読書ノート R4.12～R5.2 教育委員会 

・自分の読んだ本を記録し、読書へ

の関心を深め、読書推進を図る事

業 

・読んだ本の感想やおすすめポイン

トをノートに記録して提出する 

・表彰し、図書室内にてベストラン

キング本の展示紹介 

・小学生 ６名提出 

読書推進活動 

（特集・展示等） 
通 年 教育委員会 

・四季や時事などに合わせ図書の展

示や、家読（よむ日のススメ）を

推進し、読書の日常化を図る事業 

・２か月ごとにテーマ展示 

 ２４テーマ 

・過去５年間で図書室で貸出が多か

った本と年間ベストセラーを対

象に自分が思う１冊を選び投票。 

「みんなの本総選挙」 ６件 

・利用者のオススメ図書の募集、展

示、貸出し ５件 

・貸出福袋 ３冊入り１５セット 

・認知症に関する図書の展示、貸出

し ４０冊 

図書室まつり R4.12.4～11 教育委員会 

・本に対する様々なふれあいを通し

て、本に親しむとともに参加者同

士の交流を図る 

・古本市、読書チャレンジコンクー

ル表彰式、バルーンアートショ

ー、おはなし会、スタンプラリー、

メッセージツリー作り、公民館図

書室４０年記念～１０月２３日

展～ 

・２５３名参加 

学校巡回司書 通 年 教育委員会 

・子どもの読書活動の推進及び学校

図書室の活性化を図る事業 

・小学校７１回、中学校６５回訪問 

成果と課題 

・感染症対策のため、参加者同士の交流を図る難しさはあったが、事

業案内を積極的に行ったことで参加者も増え図書室の利用促進につ

ながった。 

・幼児から大人まで広く読書に親しめるよう図書の整備と充実を図り、

余暇時間や学習に本を活用してもらえるよう更なる工夫を重ねる。 

 また、本に触れ価値観と創造に触れる場となるような読書推進活動

を、より一層取り組んでいく。 
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７ 芸術文化の推進 

（１）芸術文化事業 

①芸術文化事業 

事 業 名 実施時期 主催団体 事 業 概 要 

第２５回日本フィ

ルセミナー 

第３５回日本フィ

ルこども芸術の広

場 

R4.9.9～11 

津別町民芸

術劇場 

教育委員会 

・道内外のアマチュア奏者の基礎学

習の場と地元中学生の技術指導、 

町民に生のクラシック音楽の鑑

賞機会を提供することにより、地

域の振興を図る事業 

・セミナー受講生３６名、中学生２

２名 

・コンサート入場者７９名 

子ども芸術劇場 R4.9.3 教育委員会 

・町内の乳幼児から大人に対して優

れた芸術鑑賞の機会を提供し、豊

かな情操の涵養を図る事業 

・影絵劇「モチモチの木」「スイミ

ー」 劇団影法師 

・町民３１名、児童館児童１７名入

場 

青少年移動芸術劇

場（中学校） 
R4.9.30 教育委員会 

・優れた舞台芸術を鑑賞する機会の

提供と、青少年の豊かな情操の涵

養を図る事業 

・「ひのき屋ライブ」 ひのき屋 

・中学生７３名、教諭２０名 

青少年芸術劇場 

（小学校） 
R4.9.7 教育委員会 

・優れた舞台芸術を鑑賞する機会の

提供と、青少年の芸術鑑賞能力の

向上と豊かな情操の涵養を図る

事業 

・「風の少年シナド」 劇団風の子 

・小学生１５９名、教諭１９名 

第１４回つべつリ

コーダーセミナー 

R4.10.29～

30 

津別町民芸

術劇場 

教育委員会 

・全国のリコーダー愛好家が参加

し、講師から基礎から合奏法のレ

ッスンを受け、音楽的な向上を目

指すとともに音楽を愛する町民

との絆を深める事業 

・セミナー受講生３０名、学校４校

４４名 

・コンサート入場者２１名 

NHK 全国放送公開

番組 
R5.3.26 教育委員会 

・町内の親子に対し、優れた芸能の

鑑賞及び体験の機会を提供し、親

子の絆とコミュニケーションの

構築を図る事業 

・おかあさんといっしょ宅配便「フ

ァンターネ！小劇場」 

・３６６名入場 

成 果 と 課 題 

・３年ぶりに鑑賞事業が開催され、芸術に触れる機会を多く提供

することができ、生の演奏等を肌で感じ、心を動かす体験の場

となった。 
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８ 児童館の推進 

（１）児童館運営 

 ①児童館一般利用状況 

   利用区分 

利用状況 
児童クラブ 一般児童利用 

乳幼児・保護者 

  地域住民等 

年間利用総児童数 ８，５８６人 １，２０２人 ３４人 

1 日平均利用人数 ３０．１人 ４．２人 ０．１人 

事 業 概 要 

・「あたたかく、安全で安心できる居場所」として、小中学生の健全

で楽しい遊び場を提供し、子どもたちの心と身体の健やかな育成を

図る 

成 果 と 課 題  

・新型コロナウイルス感染防止のため、昨年同様に児童クラブ登録者

とスクールバス利用者のみの受け入れとし、児童館一般利用者の自

由来館の再開はできなかった。 

・感染状況を見ながら、再開のめどを検討していく。 

 

 

９ 放課後児童健全育成事業 

（１）放課後児童クラブの状況 

①放課後児童クラブ登録状況（対象児童：小学生） 

   クラブ名 

児童数 
つ べ つ   備    考 

学区児童数 １６３人    

登録児童数 ８４人    

加 入 割 合 ５１．５％    

 

②放課後児童クラブ利用状況  

   クラブ名 

利用状況 
つ べ つ   備    考 

年間利用総児童数 ８，５８６人    

1 日平均利用人数 ３０．１人    

事 業 概 要 

・保護者が仕事のため昼間、家にいない児童に対して放課後の適切な

遊び及び生活の場を提供して、児童の健全育成を図る。 

・次世代を担う児童が、心豊かで健やかに育まれるよう、体験・学び・

交流・遊び・生活の場を提供する。 

成果と課題 

・基本的な新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、生活指導

と遊びの工夫をし、クラブ運営と子どもの居場所を確保することが

できた。また、保護者の理解を図ることができた。 

・保護者の就労による放課後児童クラブ登録者が年々増加しており、

施設環境の整備と指導員の確保が課題となっている。 

・遊びの制限を緩和し、遊びの充実と異年齢交流や学びが図れるよう、

工夫して子どもたちが活発に活動できる環境を整え、精神的ストレ

スの解消や体力の向上を図りたい。 
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③ 放課後子ども教室登録状況  

 コース名 

登録 

児童数 

自然文化 
チャレンジ 

キッズ 
緑の少年団 

農業体験・ 

だいち 

アソビバ・ 

つべつ 

津別小・中      「アソビバ・つべつ」に統合 ６３人 

事業概要 

・放課後や週末を利用し、子どもたちの居場所つくりの一環で様々な

体験活動を提供する事業。津別町をより知ってもらうため、あらゆ

るフィールドを活用して年間約２０回程度実施している。 

・子どもだけではなく親子で参加できる事業を地域で活動している団

体ボランティアに指導をいただき、地域の方から学び・交流を深め

る事業を展開し、参加者も指導者も地域全体で楽しみ、郷土愛を高

める。  

成果と課題  

・昨年同様に新型コロナウイルス感染防止のため、宿泊体験の事業は

実施できなかったが、それ以外の津別のフィールドを活かしたプロ

グラムについてはすべて実施することができた。子どもたちの活

動・体験の場所、居場所として工夫しながらも多くの事業を展開す

ることができた。 

児童クラブとも連携を図り、子どもの居場所や活動の場を広げたい。 

・地域の人や資源を通して津別のすばらしさ、学び、経験値を広げる

機会となった。また、親子の体験は、親子のコミュニケーションの

構築にもつなげることができた。 

 

 

１０ 社会教育施設管理の推進 

（１）社会教育施設管理事業 

①社会教育施設営繕関係                     （単位：千円） 

工   事   名 事業費 工  事  概  要 

中央公民館非常用照明取替修繕 ３，４６５ 
定期検査において指摘された箇所

（Ｒ４は高所作業）の取替修繕 

中央公民館講堂扉布団貼りパネル取替

修繕 
１，４２７ 経年劣化に伴う取替修繕 

中央公民館非常用放送設備及び自動火

災報知機取替工事 
２，５３０ 

設備の老朽化に伴う取替工

事 

中央公民館柱上負荷開閉器取替修繕 １，２１０ 
経年劣化に伴う事故の恐れ

があるための取替修繕 

 

②社会教育施設管理委託関係                   （単位：千円） 

委 託 事 業 委託料額 委託先 委  託  概  要 

中央公民館管理 １１，８３６ 
（株）津別町

振興公社 
・施設管理、清掃 



 

- 26 - 
 

委 託 事 業 委託料額 委託先 委  託  概  要 

町民会館管理 ７，５８８ 
（株）津別町

振興公社 
・施設管理、清掃 

児童館管理 １，０３４ 
（株）津別町

振興公社 
・清掃 

食品加工センタ

ー管理 
６４７ 

（株）津別町

振興公社 
・施設管理、清掃 

 

（２）体育施設管理事業 

①体育施設営繕関係                     （単位：千円） 

工   事   名 事業費 工  事  概  要 

町民ゲートボール場休憩室等解体工事 ４，０７０ 施設閉鎖に伴う解体工事 

屋内ゲートボール場屋根等改修工事 １９，１０７ 
屋根等の老朽化に伴う改修

工事 

パークゴルフ場芝生補修工事 ９，７９０ 芝生劣化に伴う改修工事 

サッカー・ラグビー場女子トイレ改修

工事 
２，２００ 

新型コロナウイルス地方創成臨時

交付金活用による感染防止のため

改修工事 

温水プール電解次亜生成装置更新工事 ９，９００ 
生成装置老朽化に伴う更新

工事 

温水プール自動火災報知機取替工事 １，３５３ 基盤故障に伴う取替工事 

運動広場町営野球場外野芝生改修工事 ４４，０２２ 芝生劣化に伴う改修工事 

運動広場町営野球場スコアボード改修

工事 
２，７８３ 

新ルール対応及び表示機器老朽化

に伴うＬＥＤ化の工事 
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②体育施設管理委託関係                    （単位：千円） 

委 託 事 業 委託料額 委託先 委  託  概  要 

多目的 

運動公園管理 
３４，４５４ 

（株）津別町

振興公社 

・芝生管理、除草、清掃、受付業務 

 等 

温水プール 

施設管理 
６，１３８ 

（株）津別町

振興公社 

・プールの清掃、施設管理、プール

監視等 

スケートリンク 

造成・管理 
１，６４５ 

津別総合管理セ

ンター 
・造成業務、管理業務 

ファミリー 

スキー場管理 
２，０９０ 

（株）津別町

振興公社 

・ファミリースキー場の管理、リフ

トの運行、管理着雪ネットの設置、

撤去及びロッジ周辺、リフトコー

スの除雪 

体育施設等管理 ７，９７８ 
（株）津別町

振興公社 

・本岐地区多目的公園、達美野球場、

町民ゲートボール場、修武館、農

業者トレーニングセンター芝生管

理、除草、清掃、整地等 

トレーニング 

センター管理 
７，７５３ 

（株）津別町

振興公社 

・施設の管理業務（利用受付、電話、

その他施設管理に関する業務） 

グレステン 

スキー場管理 
７３７ 

（株）津別町

振興公社 
・施設の利用、設備の維持管理等 

 

③体育施設管理備品関係                    （単位：千円） 

備 品 購入額 概  要 

ふれあい公園草刈り機 ４，４００ 
車両更新計画に基づく、経年劣化の

進んだ車両の買い換え 

農業者トレーニングセン

ター折り畳み固定式バス

ケットゴール 

６，７１０ 
経年劣化により落下の危険があるた

め、取り換え 

本岐体育館トランポリン ３，０５８ 

旧式タイ プのトランポリンを 廃棄

し、公式大会仕様のトランポリンを

購入 
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１１ スポーツ合宿実績 

令和４年度　スポーツ合宿受入実績

チーム名 IN OUT 選手 ｽﾀｯﾌ ﾏﾈ 計 泊 日 泊延人 延人員 競技種目 宿泊先

1 とわの森三愛高校 6月12日 6月16日 30 5 0 35 4 5 140 175 サッカー でてこい

2 中標津高校 6月12日 6月13日 13 3 0 16 1 2 16 32 バレー みぃと

3 玉越レーシング 7月16日 7月18日 13 2 0 15 2 3 30 45 グレステン でてこい

4 札幌藻南FC 7月28日 7月31日 14 2 24 40 3 4 120 160 サッカー でてこい

5 北広島西高校 8月5日 8月9日 12 2 2 16 4 5 64 80 サッカー 交流館

6 富良野緑峰高校 8月6日 8月9日 8 4 0 12 3 4 36 48 野球 みぃと

7 帯広工業高校 8月8日 8月10日 15 3 2 20 2 3 40 60 ラグビー でてこい

8 北見工業高校 8月8日 8月9日 16 3 3 22 1 2 22 44 ラグビー nanmo

9 帯広畜産大学 8月31日 9月3日 19 0 0 19 3 4 57 76 グレステン でてこい

10 玉越レーシング 9月23日 9月24日 13 2 0 15 1 2 15 30 グレステン でてこい

11 チームMSJ 10月15日 10月16日 8 3 10 21 1 2 21 42 グレステン みぃと

計 11 チーム 231 561 792
 

成 果 と 課 題  

・昨年に引き続きコロナウイルス感染症の影響もあり、道外からの

合宿受け入れの実績はなかったが、昨年より多くのチームを受け

入れる結果となった。 

・コロナウイルス感染症の影響も少なくなった今、道内・道外あわ

せて合宿誘致活動に力を入れていきたい。  
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学 識 経 験 者 意 見  

 
 

教育相談員 廣 部 純 栄  
 

令和４年度教育行政方針及び点検評価報告書に基づき説明を受け、考え方や

各事業等について感じた事を述べさせていただきます。  
 
教育委員会議については、従前通り開催し、関係例規の改正、児童生徒の学

力向上を図るための環境構築について議論され、津別町の教育行政方針に則り、

実施に向けて取り組まれております。  
 
学校教育では、長引く新型コロナウィルス感染症への対策を講じながら、

日々の学校教育活動を続けていることが確認できました。  
また、津別町は、支援が必要な児童生徒が多数いますが、学習補助員を小学

校に８名、中学校に１名配置し、さらに中学校には町採用の臨時教員１名を配

置するなど、津別町独自の取組をしていることで、児童生徒の学習環境の向上

はもちろんですが、現場の教職員の負担軽減にもなっています。しかし、町独

自の取り組みでは限界があるので、教職員の定数も含めた検討が必要と強く感

じます。  
 
国のＧＩＧＡスクール構想で導入された一人一台端末（iPad）の活用につい

ては、児童生徒自身が端末操作に慣れ、授業中の活用も進んでいますが、ＩＣ

Ｔ端末を多く使うことになれば情報モラルやインターネット活用方法、危険性

などの情報リテラシー教育も必要となります。津別町は、児童生徒を有害な情

報から守る閲覧制限等を行うフィルタリングソフトも導入されＩＣＴ活用環

境は整備されていると思います。今後は、効率的な授業の実施や教職員の負担

軽減も含めたＩＣＴ端末のさらなる活用を各学校で模索してほしいと思いま

す。 

 
近年小学校にも３・４年生の外国語活動や５・６年生への教科の導入と英語

授業の低年齢化が進んでいますが、このコロナ禍においても、津別町では小中

学校へ語学指導助手を活用した授業が例年通り行なわれていました。令和３年

１１月から“デー アレックス マイケル”氏が採用されていますが、津別町

の生活にも慣れ親しみ、こども園から小・中・高校と連携を図りながら実践活

動を行なっていると感じています。  
 
また、津別町の特色を生かした独自事業である木育事業は、小中学校の授業

計画に位置付けられており、愛林の町に生まれた子ども達が、木の文化に対す

る理解を深め、自然やふるさとを大切にする心を養う体験活動として実施され

ており、今後も継続して実施していただきたいと思います。  
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教材・備品購入については、各学校の要望を踏まえて、町当局の理解のもと

子ども達の教育環境が整備されております。  
 
津別高等学校振興対策については、町内外の生徒確保を念頭に、生徒の夢や

希望をかなえる魅力ある学校として津別高校の特色が定着しつつあります。公

設民営塾は基礎基本の復習から就職試験、国公立等の大学受験対策まで、個々

に応じた個別指導で着実してきており、ここ数年連続して国公立大の合格者が

数名いることは成果といえます。  
 
学校給食の推進では、児童生徒へのアンケートの実施や学校給食センター運

営協議会との協議を踏まえるとともに、町内生産者と連携しオール地場産品の

食材による給食を継続し、地場産品への理解を深める食育を充実させて下さい。 
また、老朽化した学校給食センターも建設計画が始まりました。様々な視点

から課題整理・検討を行い、新学校給食センターに期待します。  
 

 社会教育では、新型コロナウイルス感染症防止対策を行いながら、文化活動

やスポーツ活動に参加できる場を提供し、幼少期から高齢期まで生涯にわたっ

て学び続けることができるよう、各種講座の開設や充実に努められています。 
 

 図書事業の推進については、移動図書は、小中学校をはじめ、認定こども園、

高齢者施設へも行われ、本に触れる良い機会になっています。今後も事業の継

続と拡大を期待します。中央公民館図書室司書職員が定期的に小中学校を巡回

することにより、学校図書室の環境整備や学校と連携して「よむ日のススメ」

を家庭・地域に奨励してきました。読書の履歴を通帳に記録する「読書の記録」

のシステムも、小中学生や一般の利用者と中央公民館図書室を結びつけるツー

ルとして有効と考えます。今後は、新設される待望の図書館の開館準備を進め、

できて良かった自分たちの図書館として親しまれることを期待します。  
 

芸術文化の推進については、道内外のアマチュア奏者の基礎学習の場と地元

中学生の技術指導、町民に生のクラシック音楽の鑑賞機会を提供している日本

フィルセミナークリニックとコンサートの開催や、小中学校と連携して鑑賞す

る機会の提供により、青少年の芸術鑑賞能力の向上と豊かな情操の涵養が図ら

れていると感じています。今後も町民の興味関心に耳を傾け魅力的で質の高い

芸術・文化に触れる機会の創出を期待します。  
 

 児童館の推進及び放課後児童健全育成事業については、次世代を担う児童が  
心豊かで健やかに育まれるよう、体験・学び・交流・遊びを通した健全育成活  
動を継続することにご尽力いただきますようお願いいたします。  
 


